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公益財団法人 修養団（SYD）
　「修養団」は、喜多方市山都町出身であり、喜多方
市名誉市民第１号である、社会教育の先駆者　蓮沼
門三氏が明治３９年に同志と設立した社会教育団
体です。
　現在、青少年の健全育成を中心とした様々な活動
「幸せの種まき運動」を全国で展開しています。
　蓮沼門三氏生誕地である山都町でのボランティ
ア活動は、今年で１３回目となり、「青年ボランティ
ア・アクションin福島」と称し、学生を中心とした若
者たちが、山都デイサービスセンター「しゃくなげ
ホーム」でのボランティア活動に汗を流しました。
　修養団山都支部役員の方々のご協力をいただき
ながら、山都町の人々や、会津の文化にふれ、将来を
担う青少年たちが育っています。

～公益財団法人修養団（SYD）　山都しゃくなげホームでボランティア活動～



喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
長

武
藤
　
顯
夫

　
社
協
だ
よ
り
の
発
行
に
あ
た

り
、ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
１
年

３
ヶ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た

皆
様
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
、更
に
は
、今
な
お
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
に
、心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。私
達

は
こ
の
震
災
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、

責
務
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
本
会
は
、大
震
災
に
際
し
て
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、義
援
金
・

救
援
物
資
の
受
付
、避
難
所
開
設

に
伴
う
お
に
ぎ
り
や
温
か
い
惣

菜
づ
く
リ
な
ど
の
体
制
づ
く
リ

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、あ
ら
た
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
災
害
が
二
度
と

起
こ
ら
ぬ
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
が
、本
会
と
し
て
は
、万
が
一

の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
迅
速

な
対
応
を
図
る
べ
く
、マ
ニ
ュ
ア

ル
作
り
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。更
に
、喜
多
方
市

は
豪
雪
地
帯
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織

作
り
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

関
係
す
る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
の
避
難
者
支
援
に

際
し
、直
ち
に
温
か
い
食
事
を
提

供
で
き
な
か
っ
た
無
念
さ
を
踏

ま
え
、今
後
の
大
災
害
に
備
え
、

２
０
０
食
を
一
度
に
作
る
こ
と
が

出
来
る
移
動
式
大
鍋
１
台
と
６

升
炊
き
ガ
ス
炊
飯
器
２
台
、３
０

０
リ
ッ
ト
ル
の
給
水
タ
ン
ク
１

基
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

炊
き
出
し
訓
練
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
も
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、昨
年
9
月
に
は
、本
会

に
お
い
て
死
傷
者
9
名
と
な
る

山
都
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

送
迎
車
輌
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。事
故
に
遭
わ
れ
た

皆
様
と
ご
家
族
ご
親
族
皆
様
に

衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
、二

度
と
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故

を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
、改
善
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。そ

の
一
環
と
し
て
、大
型
送
迎
車
輌

に
つ
い
て
は
、専
門
運
転
を
外
部

委
託
と
し
、
更
に
職
員
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
毎
日
実
施
す
る
な

ど
事
故
防
止
に
取
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、介

護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、本
年

6
月
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
時
間
を
30
分
か
ら
１
時
間
延
長

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
事
故
を
教
訓
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
、こ
れ
ま
で
の
事
業
の
充
実
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
、新
た
な
事

業
に
も
取
組
み
、市
民
皆
様
の
よ

り
一
層
の
福
祉
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
と
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

喜多方市災害ボランティアセンター活動報告
昨年3月11日に発生した東日本大震災と7月末に本県を襲った新潟・福島豪雨災害に対する主な取組みについて報告いたします。

3月16日 喜多方市災害ボランティアセンター設置
（Ｈ23.3.16～Ｈ24.3.31）

・ボランティア登録数：285名
・災害義援金の受付総額：22,021,108円
・救援物資の受付件数：628件（個人・企業・団体）

3月16日 押切川公園体育館にサブセンターを設置
（Ｈ23.3.16～Ｈ23.6.6） ・避難所での相談支援、ボランティアコーディネート

3月18日～ 温泉保養施設（指定管理施設）の入場料・
入湯税の減免措置（H23.3.18～6.13)

・総合福祉センター　　　 　8名
・夢の森　　　　　　　1,581名
・いきいきセンター　　　543名　計2,132名

3月19日
～4月20日

押切川公園体育館避難所における炊き出し支援
（おにぎり・惣菜の作成） ・協力団体   14団体

3月 要介護避難者５名に対し、無料にて入浴サービス実施 ・中央デイサービスセンター　　27回
・塩川デイサービスセンター　　  2回

4月より
受付開始 生活福祉資金（震災緊急小口援助資金）貸付の受付業務 ・受付件数　118件

・貸付金額　16,800,000円

5月～ 被災地ボランティアセンターの支援活動
（社協職員の派遣）

・新地町災害ボランティアセンター　職員5名（延べ23日間）
・南相馬市災害ボランティアセンター職員8名（延べ39日間）

6月18日～ いわき市への日帰りボランティアバスツアーへの協力 ・開催回数　　6回
・参加者数174名（喜多方市内130名　県内外44名）

6月18日～ 小学生の入場料減額（50円）実施（Ｈ23.6.18～Ｈ24.3.31） ・夢の森　　1,716名
8月～ 新潟・福島豪雨災害の義援金の募集 ・災害義援金の受付総額　49,566円

8月 被災地ボランティアセンターの支援活動
（社協職員の派遣）

・只見町災害ボランティアセンター　職員1名（7日間）
・金山町災害ボランティアセンター　職員6名（延べ28日間）

8月 被災地（金山町）へのボランティア活動のコーディネイト ・ボランティア数　　66名
年間 ◎ボランティア保険加入手続き
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重
点
事
業

　

平
成
24
年
度
は
３
つ
の
柱
を

重
点
事
業
と
し
、
そ
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

１
．
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
　
　

地
域
の
方
々
と
の
協
働

に
よ
る
小
地
域
福
祉
活
動

に
取
組
む
と
と
も
に
、
職

員
の
資
質
向
上
を
図
り
総

合
相
談
支
援
体
制
を
一
層

充
実
さ
せ
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
地
域
福
祉
事

業
の
展
開
を
図
る
。

２
．
災
害
時
対
応
の
基
盤
構
築

　
　
　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

震
災
復
興
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
並
び
に
関

係
団
体
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
雪
害
を
含
め
た
災

害
時
対
応
の
基
盤
構
築
に

取
組
む
。

３
．
指
定
管
理
施
設
の
運
営
、

介
護
保
険
事
業
の
効
果
的

･
効
率
的
な
実
施

　
　
　

本
会
が
市
よ
り
受
託
し

て
い
る
指
定
管
理
施
設
は
、

福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

よ
り
一
層
の
適
正
な
管
理

と
弾
力
的
な
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
、
介
護
保
険

事
業
の
実
施
を
通
し
て
市

民
・
利
用
者
の
身
近
な
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

利
用
者
本
位
、
地
域
に
密

着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

を
図
る
。

 
Ⅰ
．
地
域
福
祉
部
門

１
．
法
人
の
運
営

（
1
）
理
事
会
・
評
議
員
会
・
委

員
会
等
の
開
催

（
2
）
財
務
並
び
に
人
事
の
適
正

な
管
理

（
3
）
事
業
評
価
へ
の
取
り
組
み

（
4
）
社
協
賛
助
会
員
の
拡
充

（
5
）
職
員
の
資
質
向
上

２
．
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

（
1
）
小
地
域
福
祉
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
の
確
立

（
2
）
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な

い
運
動
と
の
連
携

（
3
）
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
事
業
の
拡
充

　
　
・
サ
ロ
ン
新
設
に
向
け
た
小

地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
《
新

規
》

（
4
）
支
部
社
協
事
業
の
展
開
と

支
援

（
5
）
災
害
時
に
お
け
る
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定《
新
規
》

（
6
）
広
報
事
業

　

・
社
協
だ
よ
り
の
発
行

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

（
7
）
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座

の
開
催
（
全
３
講
）

（
8
）
第
８
回
社
会
福
祉
大
会
の

開
催

３
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

（
1
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
連
携
及
び
育
成
支
援

（
2
）
福
祉
人
材
養
成
の
推
進

（
3
）
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
係

る
組
織
検
討
委
員
会
の
立

上
げ
《
新
規
》

（
4
）
福
祉
教
育
・
啓
発
活
動
の

推
進

　

・
高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
、

車
椅
子
等
の
貸
出
し
並
び

に
指
導

（
5
）
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
普
及
事
業
の
推
進

（
6
）「
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
」
事
業
の
充
実

　

・
事
業
活
性
化
説
明
会
の
開

催

（
7
）
朗
読
・
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成

　

・「
声
の
広
報
」
の
発
行

（
8
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
活

動
の
記
録「
ち
い
さ
な
て
」

の
発
行

４
．
地
域
福
祉
事
業

（
1
）
福
祉
団
体
の
育
成
支
援

（
2
）
心
配
ご
と
相
談
事
業
及
び

総
合
相
談
事
業
の
体
制
強

化

（
3
）
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

〈
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
〉

（
4
）
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
審
査

会
の
開
催

（
5
）
小
口
生
活
援
助
資
金
貸
付

事
業

（
6
）
高
額
療
養
費
貸
付
事
業

（
7
）
子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充

　

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館
事
業
の

推
進

　

・
子
育
て
相
談
機
能
の
強
化

（
8
）
児
童
館
運
営
事
業

（
9
）
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会

の
開
催

（
10
）
苦
情
受
付
窓
口
の
開
設

（
11
）
家
族
介
護
者
交
流
事
業
の

実
施

（
12
）
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

支
援
事
業

（
13
）
福
祉
バ
ス
の
運
行
・
管
理

（
14
）
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
事
業
の

運
営

（
15
）
保
養
施
設
の
運
営

５
．
東
日
本
大
震
災
復
興
へ
の

対
応
《
新
規
》

（
1
）
社
会
資
源
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
情
報
の
提
供

（
2
）
本
会
が
実
施
す
る
地
域
福

祉
事
業
へ
の
参
加
誘
導

６
．
福
島
県
共
同
募
金
会
喜
多

方
市
支
会
業
務

（
1
）
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
運
動
の
実
施

（
2
）
配
分
委
員
会
の
開
催

７
．
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支

部
喜
多
方
市
地
区
業
務

（
1
）
社
員
募
集
、
災
害
救
援
活

動

（
2
）
日
赤
有
功
会
事
務

８
．
福
祉
施
設
の
運
営
管
理

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ

ー
・
熱
塩
加
納
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
夢
の
森

・
塩
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」

・
過
疎
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ
ホ
ー

ム
・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ

ー
か
た
く
り
荘

 

Ⅱ
．
在
宅
福
祉    

　
　

 

サ
ー
ビ
ス
部
門

１
．
在
宅
介
護
教
室
の
開
催

２
．
介
護
保
険
・
障
害
者
自
立

支
援
事
業
費
集
計
業
務

３
．
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
集
計
・

統
計
業
務

４
．
介
護
保
険
・
障
害
者
自
立

支
援
事
業
に
か
か
る
変
更

申
請
事
務
等

５
．
介
護
保
険
事
業

（
1
）
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
4

事
業
所

（
2
）
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
3
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　喜多方市地域包括センターが設置されてから７年目を迎えました。今年度から
“よらんしょネット”の愛称で、市民の皆様に、地域包括支援センターの業務内容
や地域の情報などをご紹介していきたいと思います。

“よらんしょネット”
喜多方市地域
包括支援センターだより

街かど相談室 高齢者世帯の
　呼びかけ活動

介護予防教室 介護支援専門員
支援事業

職員紹介

職員一同、元気いっぱいに頑張っています。
皆さんに笑顔と優しさをお届けします！

●後列左から
山口　愛子（主任ケアマネジャー）
齋藤　祐子（ケアマネジャー）
佐藤　文子（副所長・主任ケアマネジャー）
佐藤真由美（事務職員）
佐藤　　恵（保健師）

●前列左から
桝川　　恵（社会福祉士）
成田　美穂（社会福祉士）
松本　恵美（主幹兼所長・社会福祉主事）
唐橋　和美（看護師）
鈴木　貴子（看護師）

　平成23年度より時間帯や体制を変更して
開設しています。平成24年度上半期は毎月
第２火曜日10:30～12:00 CO-OP BESTA
ひがし店、第3火曜日 10 :30～12:0 0  
CO-OP VALUEぷらざ店で健康チェック（血
圧測定）も行なっています。食生活や認知症
予防などの資料や喜多方市で作成されてい
る福祉ガイドなども持参しています。

　市営住宅にお住まいの70歳以上の方の世
帯を毎月訪問しています。喜多方市高齢福
祉課や建設課と連携を図りながら、福祉
サービス等の周知や事故などの緊急時に、
迅速かつ適切な対応が取れることを目的と
した活動です。困りごとや福祉サービスの利
用は必要ないか等、お話を伺っています。

◇出前介護予防教室
…地域の皆さまからの依頼を受けて、
希望のテーマや参加対象の方々に応
じた内容で介護予防教室を行なって
います。

◇よらんしょ教室
…今年度は旧町村１回ずつで６月下旬～
７月にかけて開催を予定しています。

　市内の事業所で活動されている介護支援
専門員の皆さんの資質向上や情報提供、連
携強化を図るために定期的に勉強会を開催
しています。今年度の第1回研修として就任
後３年程度の居宅介護支援専門員を対象
に、喜多方市の介護保険外福祉サービスな
どを学ぶ勉強会を開催しました。

主な事業の紹介

喜多方市地域包括支援センター　TEL.0241-21-8856

高齢者世帯の呼びかけ活動

　平成23年は東日本大震災で甚大な被害を受けた被災地で活動するボランティアの姿がテレビなどで報道
され、国内ではボランティアに対する関心が高くなりました。平成7年は1月17日に発生した「阪神淡路大震
災」により「ボランティ元年」と言われ、全国的な活動に発展しました。その経験が今回の活動に役立ってお
り、今回の大震災では「ボランティア発展の年」と言われています。小さな「絆」が国際的な「絆」に発展し、一人
一人が「何かできないか」「何ができるのか」、身近なとこらからできることを改めて考える機会になりました。
　本協議会では、少子高齢社会を迎え、地域の社会福祉への理解と関心を深め、共に生き、共に支え合う心
を育てる小・中学校からのボランティア教育が大切と考えており、平成3年から県社会福祉協議会と並行して
「ボランティア指定校制度」を採用し、市内各学校のボランティア活動の支援を行っています。
　各学校では、地域の実情を考慮しながら学校ごとに特色のある活動計画を立て、実行しています。主な活
動としては
・学校や地域の清掃活動　　・花いっぱい美化活動　　・福祉施設や保育所訪問活動
・一人暮らし高齢者支援活動（赤飯配り、応援手紙作成、除雪作業など）　　等があります。

児童・生徒のボランティア活動普及事業について

“ボランティアで何かをした”その思い！

一人暮らし高齢者除雪ボランティア（会北中学校）田付川のゴミ拾い（喜多方第1小学校）

児童・生徒のボランティア

活動普及事業は市民の皆

様からご協力いただいて

いる一般会員会費と共同

募金会配分金の一部を財

源として活用しています。

平成24年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算額
一般会計	 659,117千円
地域包括支援センター特別会計	 65,778千円
災害ボランティアセンター特別会計	 1,682千円
　　　　合　　　計	 726,577千円

〈一般会計　収支内訳〉
収　　　　　入

会 費 収 入 9,319,000円
寄 付 金 収 入 9,900,000円
市 補 助 金 収 入 65,844,000円
受 託 金 収 入 182,004,000円
負 担 金 収 入 1,079,000円
自 立 支 援 費 収 入 8,801,000円
共同募金・歳末たすけあい収入 9,857,000円
介 護 保 険 収 入 344,122,000円
利 用 料 収 入 19,035,000円
そ の 他 の 収 入 9,156,000円
合 計 659,117,000円

支　　　　　出
法 人 運 営 事 業 106,002,000円
地 域 福 祉 事 業
・ボランティア教育　・福祉団体育成支援
・サロン事業の推進　・社会福祉大会開催　など　

21,090,000円

指 定 管 理 施 設 運 営 事 業
・総合福祉センター　・夢の森
・いきいきセンター　・高齢者生産活動センター
・しゃくなげホーム　・かたくり荘

98,310,000円

児 童 館 運 営 受 託 事 業 83,953,000円
そ の 他 の 受 託 事 業 2,785,000円
歳 末 た す け あ い 配 分 事 業 4,554,000円
介 　 　 護 　 　 事 　 　 業
・ケアプランセンター４事業所　・ヘルパーセンター３事業所
・デイサービスセンター５事業所　　・訪問入浴　１事業所

342,423,000円

合 　 　 　 　 計 659,117,000円
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◇出前介護予防教室
…地域の皆さまからの依頼を受けて、
希望のテーマや参加対象の方々に応
じた内容で介護予防教室を行なって
います。

◇よらんしょ教室
…今年度は旧町村１回ずつで６月下旬～
７月にかけて開催を予定しています。

　市内の事業所で活動されている介護支援
専門員の皆さんの資質向上や情報提供、連
携強化を図るために定期的に勉強会を開催
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後３年程度の居宅介護支援専門員を対象
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皆様のご支援とご協力に感謝します
～ボランティアセンター閉所式～

ボランティアセンター閉所式 関係団体の皆様による炊き出し いわき市ボランティアセンターバスツアー

　南相馬市は、昨年の3月11日に発生した巨大地震により屋根瓦が落下するなど数多くの家屋が被害を受けました。特に小
高区においては街中の商店が倒壊するなど被害は甚大で、凡そ30分が経過した頃に巨大な津波が沿岸部を襲い壊滅的な被
害をもたらし多くの人命が奪われました。
　また、翌日には東京電力福島第一原子力発電所が水素爆発を起こし双葉地方をはじめとして混乱を極め、当市は20キロ
圏内の警戒区域と30キロ圏内の屋内退避区域に30キロ圏外と分断されてしまいました。
　南相馬市社協では、避難民の世話から始まり4月からは災害ボランティアセンターを立上
げ被害を受けた家屋の瓦礫撤去を始めると全国から多くのボランティアが参集し支援を頂
いたこと誠に感謝に堪えません。
　喜多方市社協の皆様にも多方面にわたり御支援を頂きましたこと紙面
を持ちまして御礼を申し上げます。
　鹿島区・原町区においては生活圏の活動は一段落しましたが5月19日か
らは小高区の震災ゴミを片付ける活動を始めました。市民が生活できる状
況にはないものですが、少しでも早く住めるように活動を進めてまいりた
いと考えます。

　　　「明日香に出会って」 齋藤 　久美子

　去年3/11私は仙台で被災し、３日間お世話になり恩返しのつもりで、喜多方市の避難所にほぼ毎日通いボランティアとし
て活動した。主に寄り添い話を聞かせて頂いた。避難所で出会った明日香は、父親と避難していたが地元で仕事を再開でき
ず東京へ転勤となり、見送った。
　4/16明日香の誕生日に電話して養護施設に入れることを知った。無邪気
な明日香の顔が浮かび、とっさに言葉が出た「良ければ喜多方に来てもい
いんだよ」と。4/18から明日香は我が家に来た。「何で親戚でもないのに私
を預かってくれたの」と聞かれたことがある。「それは縁があったんだよ。人
間は無数の縁の中で生かされているんだよ。」
　明日香は一緒に風呂に入り寝ようと誘う甘えっこ。ぎゅっと抱きしめてく
れます。今、この時を大切にしたい。明日香、ありがとう！

災害ボラセン通信 最終号

　平成23年3月16日に設置した喜多方市災害ボランティアセンターは、一定の役割を終えたことから平成24
年3月31日をもって閉所いたしました。約１年間にわたり市民の皆様のご支援、ご協力に感謝し、心より御礼申
しあげます。
　今後は、喜多方市社会福祉協議会の地域福祉事業として、ボランティアセンター機能を果たしてまいります。

東日本大震災に思う　～ボランティアさんの声～

被災地は今！　～南相馬市社会福祉協議会 事務局長　田村　早人 さん～

笑顔の齋藤さんと明日香ちゃん

塩川地区

喜多方地区

楽しみな茶話会が
やってきた!

図書ボランティア「お話の会」

「こたつキャラバン隊」より

手作り座布団
ありがとうございました！

4月11日「金屋センター」にてふれあい福祉協議会主催の「茶話会」が開
催され、昼食には「手打ちそば」がふるまわれました。
今回は15名の参加があり、普段女性参加者の多いなか男性2名も参加
されました。「久しぶりに顔がみれてよかったなあ～」と…
和気あいあいと笑顔の多い楽しいひとときでした。

ボランティア団体「虹の会」の会員の皆様は毎週月曜日に塩川保健福祉
センターへ集まり、ひとつひとつ心を込めて手作した座布団を、このたび
塩川デイサービスセンターへ寄贈されました。
デイサービスセンターでの送迎の際に活用させていただいており、座り
心地も良く皆様から大変喜ばれております。

毎月2～3名の方がデイサービスセンターへ来所してくださいます。朝、利用
者さんに今日の予定として伝えると「何聞けんだべな」「誰が来んだべな」と、
とても楽しみにしています。
「お話の会」さんには、昔の語りべや紙芝居を見せていただき、利用者さん
は小さい頃を思い出し懐かしそうに聞き入っています。また、歌に合わせての
手遊びは、皆さん間違えずにやろうと真剣な表情で指を動かしています。
最後に必ずみんなで合唱をしますが、生き生きとした笑顔でとても楽しそう
に歌っています。「お話の会」さん、これからもよろしくお願いいたします。

今年、3月に実施しました「こたつキャラバン隊」は、その名の
とおり「こたつ」を持って地域（旧小学校区単位）に寄せて頂く
事業で、平成24年度は1地区1回開催の予定でおります。
実施は晩秋から初冬にかけて、主な内容は、子育てをしてい

るお父さんお母さん、祖父母の皆さんにお集まりいただき、こ
たつを囲んで絵本の読み聞かせや、世代を超えて楽しめるメ
ニューを用意します。「こたつキャラバン隊、待ち遠しいなー。」 みんなで、お菓子とチョコを飾りつけ。

祖父母も一緒にお手伝い
「じょうずに出来たでしょう。」
きれいに出来ておいしそう。

熱塩加納地区

新規事業

ホームヘルパー研修会を実施しました！
喜多方市社会福祉協議会では、ヘルパーセンター３事業所（喜多方・
塩川・高郷）の職員を対象としてホームヘルパー研修会を実施しまし
た。
今回の研修では「障がい者福祉の現状について」と題して喜多方市
社会福祉課の熊倉恵美さんに、「障がい者の特徴とサービス提供時の
対応方法について」との題で地域生活支援センター「ウィズピア」施設
長の佐藤礼子さんにそれぞれ講師をお願いし、障がいホームヘルプサー
ビスの基本的な視点を確認したり、応対のポイントなどを学びました。

高郷地区

山都地区
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皆様のご支援とご協力に感謝します
～ボランティアセンター閉所式～

ボランティアセンター閉所式 関係団体の皆様による炊き出し いわき市ボランティアセンターバスツアー

　南相馬市は、昨年の3月11日に発生した巨大地震により屋根瓦が落下するなど数多くの家屋が被害を受けました。特に小
高区においては街中の商店が倒壊するなど被害は甚大で、凡そ30分が経過した頃に巨大な津波が沿岸部を襲い壊滅的な被
害をもたらし多くの人命が奪われました。
　また、翌日には東京電力福島第一原子力発電所が水素爆発を起こし双葉地方をはじめとして混乱を極め、当市は20キロ
圏内の警戒区域と30キロ圏内の屋内退避区域に30キロ圏外と分断されてしまいました。
　南相馬市社協では、避難民の世話から始まり4月からは災害ボランティアセンターを立上
げ被害を受けた家屋の瓦礫撤去を始めると全国から多くのボランティアが参集し支援を頂
いたこと誠に感謝に堪えません。
　喜多方市社協の皆様にも多方面にわたり御支援を頂きましたこと紙面
を持ちまして御礼を申し上げます。
　鹿島区・原町区においては生活圏の活動は一段落しましたが5月19日か
らは小高区の震災ゴミを片付ける活動を始めました。市民が生活できる状
況にはないものですが、少しでも早く住めるように活動を進めてまいりた
いと考えます。

　　　「明日香に出会って」 齋藤 　久美子

　去年3/11私は仙台で被災し、３日間お世話になり恩返しのつもりで、喜多方市の避難所にほぼ毎日通いボランティアとし
て活動した。主に寄り添い話を聞かせて頂いた。避難所で出会った明日香は、父親と避難していたが地元で仕事を再開でき
ず東京へ転勤となり、見送った。
　4/16明日香の誕生日に電話して養護施設に入れることを知った。無邪気
な明日香の顔が浮かび、とっさに言葉が出た「良ければ喜多方に来てもい
いんだよ」と。4/18から明日香は我が家に来た。「何で親戚でもないのに私
を預かってくれたの」と聞かれたことがある。「それは縁があったんだよ。人
間は無数の縁の中で生かされているんだよ。」
　明日香は一緒に風呂に入り寝ようと誘う甘えっこ。ぎゅっと抱きしめてく
れます。今、この時を大切にしたい。明日香、ありがとう！

災害ボラセン通信 最終号

　平成23年3月16日に設置した喜多方市災害ボランティアセンターは、一定の役割を終えたことから平成24
年3月31日をもって閉所いたしました。約１年間にわたり市民の皆様のご支援、ご協力に感謝し、心より御礼申
しあげます。
　今後は、喜多方市社会福祉協議会の地域福祉事業として、ボランティアセンター機能を果たしてまいります。

東日本大震災に思う　～ボランティアさんの声～

被災地は今！　～南相馬市社会福祉協議会 事務局長　田村　早人 さん～

笑顔の齋藤さんと明日香ちゃん
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皆様方の善意 ありがとうございました。心より御礼申しあげます。
東日本大震災義援金・支援金・救援物資 報告

【ご寄附いただいた皆様へ】
　東日本大震災の義援金、支援物資にご協力いただきました多くの市民の皆様に、あらためて心より御礼申しあげます。お預かりした義援金
は日本赤十字社福島県支部及び福島県共同募金会を通じ被災者支援、被災地復興に役立てられています。また、救援物資につきましては、喜
多方市に引継ぎ押切川公園体育館に設置された避難所等で活用されました。
　尚、金員及び物品寄附については名簿にお名前を記載していただくようにしておりましたが、記載したはずのお名前がない、名前が間違っ
ているなどの失礼もあろうかと思いますが、当時の混乱していた状況をご推察のうえ、ご容赦くださいますようお願い致します。
　また、名簿に記入しきれない匿名の寄附や、募金箱への寄附も多数ありましたことを申し添えます。
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 義援金・支援金
　    〈敬称略〉
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童
委
員
協
議
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
も
太
郎
さ
ん

日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
団　

喜
多
方
待
望
教
会

㈱
サ
ク
マ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

親
睦
会

押
切
南
行
政
区

豊
川
町
高
吉
二
区
行
政
区

満
福
寺

支
援
セ
ン
タ
ー
喜
多
方

（
有
）
中
山
工
務
店

喜
多
方
第
一
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

ふ
み
の
会
一
同

喜
多
方
市
桜
町
二
日
会
一
同

慶
徳
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

穴
澤
建
設
㈱
社
員
一
同

医
療
法
人　

佐
原
病
院

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
職
員
互
助
会

ビ
リ
ヤ
ー
ド&

ダ
ー
ツ　

sw
itch

村
松
二
区
第
7
組
一
同

会
津
の
音
楽
好
き
の
会

寺
町
長
寿
会

お
ぐ
に
の
郷

喜
多
方
市
職
員
互
助
会

喜
多
方
市
課
長
会

喜
多
方
市
部
長
会

東
四
ツ
谷
町
内
会

ひ
ば
り
が
丘
行
政
区

三
洋
ア
モ
ル
ト
ン
㈱

松
山
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

第
二
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

新
仲
町
町
内
会

栄
町
町
内
会

喜
多
方
北
町
町
内
会

（
有
）
星
酒
店

常
磐
町
町
内
会

上
三
宮
町
遺
族
会

上
三
宮
公
民
館　

歌
っ
て
み
っ
会

上
三
宮
公
民
館　

わ
い
わ
い
塾

8きたかた社協だより



 救援物資
　    〈敬称略〉

塩
川
総
合
支
所
市
民
課
職
員
ク
ラ
ブ

塩
川
の
れ
ん
商
協

塩
川
バ
ル
ー
ン
実
行
委
員
会

塩
川
民
協
Ｏ
Ｂ
会

東
栄
会

堂
島
む
つ
み
学
級
一
同

ひ
な
千
代
食
堂

防
犯
協
会
塩
川
支
部

三
橋
行
政
区

八
日
会

塩
川
保
育
所

塩
川
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

反
田
行
政
区

社
協
塩
川
支
所
職
員
一
同

山
都
ス
ト
ア
ー

藤
沢
行
政
区

本
木
行
政
区

久
昌
寺

山
都
町
民
謡
協
会

宮
古
行
政
区

早
稲
谷
行
政
区

福
寿
草
ま
つ
り
実
行
委
員
会

社
協
山
都
支
所
職
員
一
同

池
ノ
原
行
政
区

高
郷
小
学
校

高
郷
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
芦
地
区

東
羽
賀
行
政
区

高
郷
町
赤
十
字
奉
仕
団

揚
津
行
政
区

高
郷
保
護
司
会

高
郷
更
生
保
護
女
性
会

高
郷
更
生
保
護
協
議
会

高
郷
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

小
町
太
鼓
保
存
会

小
ヶ
峯
地
区

高
郷
村
自
衛
隊
父
兄
会

荻
野
駅

元
高
郷
婦
人
会

社
協
高
郷
支
所
職
員
一
同

（
個
人
）

大
川
原
ひ
ろ
子

五
十
嵐　

福

石
嶋　

昭
子

菊
地
ヒ
ロ
子

川
村
耕
一
郎

諏
訪　

善
喜

井
草　

通
子

伊
藤　

友
香

上
野　

惠
子

羽
入　

一
恵

瓜
生　

佳
子

風
間　

真
弥

瓜
生　

文
子

黒
田　

貴
嗣

花
見　

イ
ク

東
海
林
伸
夫

山
口　

健
一

青
山　

光
男

吉
田　

孝
喜

鈴
木
美
奈
子

武
藤　

大
祐

山
本　

孝
憲

山
口　

満
穂

小
林　

美
幸

山
口
智
枝
美

鈴
木　

美
樹

小
関　

善
博

遠
藤　

珠
子

小
荒
井
善
一
郎

遠
藤
由
加
里

五
十
嵐
修
介

鈴
木　

由
美

佐
　々

木
明

飯
島
奈
緒
子

山
口　

潤
一

井
上　

由
子

佐
藤　

浩
良

一
籏　

圭
介

佐
野　

伯
重

工
藤　

祐
也

冨
田　

有
為

竹
井　
　

健

佐
藤　

優
季

小
関　

由
紀

北
見　

剛
央

松
崎　
　

学

星　
　

朋
子

大
関
小
百
合

渡
部　

道
子

荒
川　

淳
子

上
野　

雅
晴

村
澤　
　

淳

杉
山　

秀
人

江
花　

秀
安

星 　
　

 

毅

荒
川　
　

諭

唐
橋　
　

淳

古
川　

一
裕

白
水　

和
也

飯
塚　

裕
姫

森
崎　

一
恵

川
崎　

頼
正

佐
藤　

常
子

中
川　

文
夫

内
海　

桂
子

石
田　

善
久

佐
藤　

有
子

村
越　

洋
子

田
村　
　

明

遠
藤　

久
子

大
野　
　

稔

塚
原　

正
道

武
藤
の
り
子

渡
部
イ
ク
子

斎
藤　
　

進

田
中　

信
也

酒
井　

美
和

田
中　
　

崇

佐
藤　

知
則

大
竹　

義
則

大
野　

昌
子

花
積　

麻
美

天
野
美
智
子

冨
田　

あ
や

高
畑　

憲
一

鈴
木
加
奈
子

近
藤　

光
子

佐
々
木
文
利

中
村　

宏
美

小
檜
山
信
一

角
田　
　

孝

三
浦
ふ
み
の

長
嶋　

千
織

渡
部
佐
智
子

渡
邉　

英
雄

坂
内　

千
恵

平
田
真
由
美

穴
澤
須
伊
子

小
林　

健
介

加
藤　

憲
史

永
井　
　

仁

古
山　

義
則

京
野　
　

勝

佐
瀬　

仁
子

遠
藤　

淳
子

眞
田　

浩
幸

小
澤　

利
男

渡
部
ヨ
シ
エ

五
十
嵐
惣
治

須
藤
八
百
吉

芥
川　

陽
子

樫
内　

秀
司

丹
波　

恭
平

北
見　
　

寛

大
竹　

惠
子

水
口
泉
太
郎

相
田　

頼
宏

久
家
千
枝
子

小
澤　

顕
之

佐
瀬
由
美
子

角
田　

和
子

鈴
木　

武
子

菊
地　

明
夫

佐
藤　

眞
一

岩
渕
善
一
郎

唐
橋　

克
夫

花
見
千
恵
子

鈴
木
謙
一
郎

遠
藤　

裕
二

小
林　

芳
信

佐
藤　

定
男

小
檜
山
敏
之

小
田
桐
裕
幸

小
野
寺
善
孝

長
谷
川
惠
子

高
久　

明
子

岩
田　

良
子

伊
藤　

陽
子

福
島
た
か
子

三
國
芳
太
郎

秋
元　

智
恵

生
井　

弘
美

仲
澤　

成
子

鈴
鹿　

恵
美

石
川　

志
保

山
本　
　

豪

古
瀧　

和
成

遠
藤　
　

昭

渡
邊　

長
子

滝
浪　

恵
子

高
橋　

博
子

長
谷
川
庄
一

佐
藤　

伸
浩

遠
藤　

恵
子

渡
部　

祐
子

三
浦
加
代
子

佐
藤　

明
宏

小
田
島
康
秀

上
杉
久
美
子

武
藤　

正
顕

小
池
千
代
子

高
橋　

香
奈

宮
内　

聖
子

渡
部　

泰
裕

角
田　

智
佳

菊
地　

孝
弘

遠
藤　

正
雄

小
関　

俊
美

菅
家　

陽
子

大
塚　

峰
夫

白
井
イ
ツ
子

中
川　

幸
子

鎌
田　

賢
治

加
藤
美
穂
子

齋
藤　
　

稔

佐
藤　

昭
子

小
峯　

美
恵

酒
井
富
久
子

芥
川
美
沙
紀

山
口　

孔
志

庄
司
さ
く
ら

水
留　
　

恵

高
橋　

哲
巳

高
橋
ふ
き
子

佐
　々

木
健

高
橋
由
美
子

江
川　

厚
子

石
村　

く
み

小
川　

文
夫

瓜
生
ゆ
か
り

真
鍋　

守
男

遠
藤　
　

修

渡
辺　

七
郎

安
部　

新
一

田
部
千
鶴
子

新
明　

美
枝

清
野　

久
士

夏
井　

平
吉

松
野　

優
子

風
間　

健
伸

武
藤　

顯
夫

佐
藤　

忠
男

鈴
木
あ
け
み

猪
腰　

良
浩

猪
俣　

英
雄

福
島
千
枝
子

小
林　

聖
子

上
野　

彰
雄

本
間　

一
成

斉
藤
あ
ゆ
み

永
井　

栄
二

吉
井
あ
ゆ
み

渡
部　

悦
子

大
竹　

早
苗

五
十
嵐
由
美

山
口　

潔
子

横
山　
　

貢

原　

ま
つ
子

佐
藤　

忠
治

斎
藤　

幸
弘

若
山　

和
枝

慶
徳　

千
晶

高
橋　

マ
リ

鈴
木　

美
穂

鈴
木　

チ
ヨ

金
田
ト
シ
子

小
熊　

ミ
イ

豊
川　

副
子

伊
藤　

イ
エ

水
戸　

静
子

田
代
万
亀
男

安
部　

通
子

川
窪　

由
樹

小
椋　

良
子

大
竹　

明
美

和
田　

京
子

山
口
亜
希
子

浅
井　

睦
子

田
中　
　

崇

高
橋　

哲
巳

小
椋
美
千
代

大
野　

京
子

佐
藤　

和
子

酒
井
富
久
子

遠
藤　

絵
美

清
水　

由
美

浜
田　

忠
義

武
藤　

文
子

齋　
　

順
子

渡
部
智
恵
子

伊
藤　

敏
江

東
條　

茂
雄

鈴
木
加
奈
子

高
埜　

和
枝

五
十
嵐
祐
子

佐
藤　

美
穂

小
椋　

明
美

渡
辺
あ
い
子

高
橋
チ
ヨ
子

須
藤　

セ
ツ

遠
藤
サ
チ
エ

渡
部
ト
シ
子

秋
山　

恒
子

鈴
木
智
重
子

長
谷
川
勝
幸

遠
藤　

徳
人

大
竹
美
和
子

佐
藤　

勝
英

原　
　

佳
代

樋
口
真
優
子

木
村　

智
子

遠
藤　
　

真

清
野
ヨ
シ
子

菊
地　

智
恵

佐
藤　

憲
正

小
澤　

和
子

酒
井　
　

曜

斉
藤　

幸
子

田
中　
　

彰

鈴
木
千
恵
子

佐
藤　
　

正

長
谷
川
千
秋

鵜
川　

律
子

佐
治
八
重
子

井
上　

友
子

高
橋
美
千
子

関
本　

知
子

小
林　

圭
子

満
田
め
ぐ
み

日
下
亜
紀
奈

遠
藤　

貴
之

沢
田
養
之
助

柏
木　
　

諭

山
岸　

弥
里

松
本　

恵
美

坂
本　

規
子

竹
内　

圭
子

小
田
切
友
理
子

北
見　

聡
美

工
藤　

さ
き

山
﨑
三
枝
子

山
﨑　

麗
子

小
池　

夏
子

須
藤
ひ
ろ
み

長
谷
川　

潔

丸
山　

淑
子

黒
田　

綾
子

芦
田　

香
織

上
沼　

順
子

小
桧
山
ヤ
ヨ
イ

石
川
ス
ク
子

齋
藤　
　

薫

十
二
村
理
恵

手
代
木
幹
雄

永
井　

妙
子

猪
俣
由
美
子

遠
藤
ニ
三
男

ハ
ソ
ベ
ユ
ウ
コ

千
葉　

晴
子

加
藤　

健
三

小
田
切
昌
則

神
山
恵
美
子

島
村　

伸
夫

堀
内　

孝
雄

高
山　
　

厳

赤
城
シ
ヅ
子

渡
邉　

英
雄

芥
川
す
み
子

小
椋　

良
子

佐
藤　

洋
子

伊
藤　
　

剛

長
嶋　

義
子

美
容
室H

A
L

高
郷
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
ド
ー
バ
ー
ば
ば
あ
」
上
映
実
行
委
員
会

㈱
サ
ク
マ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

喜
多
方
東
高
等
学
校
生
徒
会

新
仲
町
町
内
会

東
ひ
ば
り
が
丘
町
内
会

北
町
町
内
会

下
町
南
部
町
内
会

南
町
町
内
会

喜
多
方
市
瓜
生
岩
子
刀
自
顕
彰
会

身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会　

喜
多
方
分
会

社
協
本
所
職
員
一
同

田
仲
会
津
工
業
所
従
業
員
一
同

山
岩
尾
行
政
区

さ
ゆ
り
食
堂

熱
塩
加
納
町
杉
の
実
会

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
熱
塩
加
納
支
部

熱
塩
加
納
町
司
更
会
会
員
一
同

喜
多
方
市
体
育
指
導
員
熱
塩
加
納
支
部

会
北
中
学
校

宮
川
老
人
ク
ラ
ブ

加
納
老
人
ク
ラ
ブ

加
納
小
学
校

加
納
小
ク
ラ
ブ

加
納
小
児
童
会

熱
塩
小
学
校

熱
塩
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

若
宮
行
政
区

相
田
老
人
ク
ラ
ブ

板
の
沢
行
政
区

山
田
老
人
ク
ラ
ブ

米
岡
老
人
ク
ラ
ブ

喜
多
方
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
会
熱

塩
加
納
グ
ル
ー
プ

熱
塩
加
納
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ウ
ィ
ン
グ
92

赤
崎
林
行
政
区

熱
塩
加
納
町
瓜
生
岩
子
刀
自
顕
彰
会

ほ
ま
れ
食
堂

会
津
建
友
会

社
協
熱
塩
加
納
支
所
職
員
一
同

〈
塩
川
地
区
〉

ア
タ
ミ
食
堂

㈱
遠
藤
商
会

50
会
一
同

御
殿
場
団
地
個
人
有
志

５
人
会
一
同

駒
形
小
学
校

喜
多
方
地
区
保
護
司
会

喜
多
方
市
立
第
二
小
学
校
児
童
会

上
町
町
内
会

花
園
町
町
内
会

医
療
法
人　

昨
雲
会

高
遠
工
業
㈱
喜
多
方
工
場　

さ
つ
き
会

喜
多
方
食
肉
組
合

桜
町
行
政
区　

友
情
会

南
町
行
政
区

桜
ケ
丘
い
き
い
き
サ
ロ
ン

サ
ク
マ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

栄
町
さ
つ
き
会
有
志
一
同

松
山
小
学
校

新
道
町
内
会

寺
町
町
内
会

経
壇
長
生
会

新
町
行
政
区

本
仲
町

三
六
会　

喜
高
十
三
回
卒

ニ
ュ
ー
ロ
ン
グ
工
業
㈱
喜
多
方
工
場

下
町
南
部
町
内
会

支
援
セ
ン
タ
ー
喜
多
方

喜
多
方
東
高
等
学
校

喜
多
方
東
高
等
学
校

蔵
の
里
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

昭
和
電
工
㈱
喜
工
会

高
郷
町
行
政
区
会

喜
多
方
市
赤
十
字
奉
仕
団

天
心
会
職
員
ク
ラ
ブ

会
津
喜
多
方
国
際
交
流
協
会

岩
月
蕎
麦
倶
楽
部

宗
教
法
人
浄
土
宗
願
入
寺

喜
多
方
市
立
第
一
中
学
校

松
山
中
学
校
32
年
卒　

け
や
き
の
会

39
年
度
喜
多
方
商
業
卒　

童
商
会

会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所

喜
多
方
市
立
第
一
中
学
校

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会

高
遠
工
業
㈱
喜
多
方
工
場
さ
つ
き
会

安
曇
野
市
熊
倉
歴
史
文
化
研
究
会

上
三
宮
民
生
児
童
委
員
協
議
会

日
橋
川
「
川
の
祭
典
」
実
行
委
員
会

塩
川
町
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

杜
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
夢
空
間

小
椋
煌
一
後
援
会
事
務
所

慶
徳
寺

喜
多
方
理
容
師
会
女
性
部

慶
徳
ま
ち
お
こ
し
協
議
会
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菊
地　

俊
男

渡
部　

和
信

五
条
方
恭
子

今
井　

健
大

岩
下　

通
夫

栗
村　

典
雄

大
竹　

春
江

白
浜　

祥
子

大
竹　

真
紀

佐
藤　
　

正

山
田　

幸
江

小
林　

絹
代

大
房　

洋
子

戸
村　

桂
之

大
堀
益
次
郎

中
川　

幸
恵

青
木　
　

瞳

山
口
佳
代
子

小
野　

博
文

佐
藤　

里
美

星　
　

美
和

古
山　

有
希

片
野　

一
幸

江
川　

藤
夫

渡
部
恵
美
子

白
井　

幸
子

大
竹　

惠
子

清
野　

喜
恵

田
中　
　

彰

小
林　

三
香

渡
部　

ハ
ル

穴
澤　

優
子

高
橋　

由
美

大
房
き
よ
い

田
中
フ
ミ
子

遠
藤　

敏
子

島
影　

和
子

菊
地　

正
孝

乾　
　

敏
幸

仁
国
シ
ヅ
子

渡
部　

聖
二

平
田　

典
子

瓜
生
善
一
郎

新
明
み
ど
り

五
十
嵐
由
美

高
畑　
　

牧

齋
藤
よ
し
子

小
荒
井
マ
リ
子

佐
藤　

隆
雄

江
本　
　

恵

荒
川　

峰
子

五
十
嵐
せ
つ
子

半
沢　

庸
光

寺
部　
　

薫

遠
山　

美
子

齋
藤
せ
つ
子

菅
野　
　

香

柚
木　

紀
子

穴
澤
美
智
江

松
本　

靖
弘

大
島
久
美
子

青
木
美
奈
子

斉
藤　

清
美

岩
渕　

美
幸

岩
渕　

法
子

小
山　

淑
子

高
山　

明
香

斉
藤　

君
代

上
野
さ
だ
子

荒
川
ゆ
き
子

白
井
の
り
お

大
高　

善
興

伊
藤　

美
子

石
堂　

邦
彦

幕
田　

旬
子

ジ
ャ
ニ
ー
ン

丹
野
し
づ
子

新
田
か
つ
え

二
瓶　

文
子

清
野
セ
ツ
子

デ
イ
ビ
ッ
ト

　

  

・
バ
ン
ク
ス

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

渡
部
久
美
子

澤
井　

香
子

三
橋　

幸
子

齋
藤　

千
枝

村
山　

輝
之

渡
辺
よ
し
み

遠
藤　

久
子

小
澤　

純
子

武
田　
　

涼

田
中　

明
子

小
荒
井　

輝

小
荒
井　

萌

伊
藤　
　

学

遠
藤　

優
子

山
口　

和
志

大
野　
　

稔

飯
塚
美
由
希

栗
村　
　

忠

渡
部　

祐
子

伊
藤　

敏
江

長
澤
ヨ
シ
イ

簗
田　

真
紀

簗
田
千
佳
子

鈴
木　

佑
香

尾
崎　

道
子

京
野
あ
ゆ
み

武
藤　

智
恵

大
房　

淳
一

菊
地
由
美
子

長
嶋　

優
子

ダ
ニ
ー

  

・
ム
ー
テ
ィ
ー

ダ
レ
ン

　

  

・
ガ
ビ
ン
ズ

赤
城　

歩
佳

五
十
嵐
雅
彦

木
戸　

京
子

小
澤
か
お
る

高
田　

律
子

鳴
瀬
喜
美
子

服
部　

真
弓

小
沢　

任
弘

上
野　

美
紀

大
竹　

春
江

大
竹　

和
義

大
柿　

仁
子

水
谷　

ゆ
か

石
嶋　

昭
子

青
木
美
奈
子

星　
　

杏
子

清
野　

洋
子

岡
本　

康
夫

伊
藤　

幸
成

五
十
嵐
正
子

三
瓶
富
美
子

三
橋
フ
ミ
子

鎌
田　

清
一

五
十
嵐
優
子

矢
部　

礼
子

小
檜
山
光
子

小
檜
山
千
恵

治
田　

啓
子

三
星　

善
隆

宇
内　

祐
人

石
川　

泰
子

大
森　

信
子

池
田　

麻
衣

小
熊　

美
咲

花
見
か
お
る

佐
藤
寿
美
子

中
村
八
重
子

齋
藤　

常
子

佐
藤　

優
季

橋
本　

昌
絋

児
玉　

仁
一

原　
　

絋
実

三
橋
フ
ミ
子

伊
藤　
　

誠

関
本　

千
晴

杉
山　

里
子

吉
田　

孝
喜

佐
藤　

厚
子

太
田　

文
子

志
田
美
知
子

庄
司
豊
一
郎

物
江　

一
志

須
藤
ヨ
シ
イ

佐
藤　
　

昇

小
関　

由
紀

飯
田　

勝
洋

富
山　

雅
子

齋
藤　
　

勇

折
笠
け
い
子

佐
藤　
　

茂

小
荒
井　

浩

奈
須　

洋
一

菊
地　

優
子

細
川　

慶
子

東
條　

久
子

山
田　

直
子

佐
藤　

三
男

波
田
野
夕
季

水
上　

清
子

佐
藤　

由
貴

酒
井
は
る
か

新
田
あ
ゆ
み

佐
藤
マ
サ
子

佐
藤　

良
太

五
十
嵐
明
日
香

上
野　

菜
摘

五
十
嵐
玲
子

佐
野　

仁
美

ス
テ
ィ
ー
ル

　
　
　

・
キ
ム

大
竹　
　

実

渡
部　

千
春

福
島　

純
子

花
積　
　

綾

三
星　

善
隆

山
口　

優
子

上
野　

勝
美

佐
野　

征
利

鶴
巻　

智
信

サ
ト
ウ
レ
イ
コ

渡
部　

明
夏

冨
永　
　

亮

岩
下　

正
昭

岩
下
八
重
子

石
井　

友
幸

安
彦
美
枝
子

遠
藤
喜
七
郎

岩
下　

治
男

野
口　
　

亨

横
田　

美
代

小
野　

博
子

遠
藤　
　

忠

榊
原
美
知
子

遠
藤
ケ
イ
子

菅
井　

洋
子

大
澤　

君
一

高
橋　

喜
勝

古
川　

サ
ツ

白
井　

徳
夫

阿
部　

優
子

飯
塚　

律
子

五
十
嵐
澄
夫

五
十
嵐
春
二

五
十
嵐
真
悠

石
川　
　

功

一
重　

佳
那

丑
米　

次
郎

大
堀　

敦
子

大
堀　

和
雄

岡
島　

一
郎

岡
村　

時
雄

小
熊　

文
代

小
椋　

昭
治

鹿
島　

丈
夫

加
藤　

一
生

金
子　
　

裕

金
田　

宗
人

川
口　
　

修

栗
村　

初
子

栗
村
八
世
恵

小
島　

静
江

小
滝　

睦
子

小
林
恵
里
子

小
林
カ
ツ
子

斎
藤　

祥
子

斎
藤　

新
一

佐
藤
ノ
ブ
子

齋
藤
妃
登
美

斎
藤　

祐
三

佐
々
木
ル
リ
子

佐
瀬　

恒
男

佐
藤　

富
子

佐
藤　

兵
市

佐
野　

正
義

塩
田　
　

藍

渋
谷　

早
苗

白
井　

徳
夫

新
明　

義
信

菅
井　

修
一

鈴
木　

宏
昌

鈴
木
ヨ
シ
子

須
藤　

正
己

高
倉　

政
次

高
畠　

幸
英

髙
松　

豊
子

竹
田　

陽
次

棚
木　

聖
子

塚
原　
　

勳

塚
原　

善
吉

津
田
恵
美
子

長
峯　

忠
作

中
村
美
惠
子

馬
場　

達
雄

林　

健
一
郎

林　

ユ
リ
子

深
田　

加
代

深
田　
　

剛

古
川　

博
子

星　
　

順
子

宮
本
志
津
雄

物
江
あ
さ
子

物
江　

光
昭

森　
　

明
美

山
浦　

和
文

湯
浅　

英
明

吉
田　

市
郎

吉
田
シ
ゲ
子

吉
田　

匠
子

渡
部　
　

匡

宮
城　

忠
博

佐
藤　

敏
子

遠
藤　
　

一

鷲
頭　

厚
子

中
村　

惣
一

田
代　

時
代

生
江
エ
ツ
子

斎
藤
ハ
マ
子

渡
部
キ
ク
ミ

斎
藤　

幾
世

上
味
マ
リ
子

小
沢
ミ
ツ
エ

鈴
木　

茂
夫

増
子
八
重
子

斉
藤　

和
典

斎
藤　

健
一

五
十
嵐
荘
太

相
原　

久
子

斎
藤　

勇
夫

堀
内　

光
人

折
笠
美
代
子

吉
田　

文
江

辺
見　

律
子

佐
藤　

清
一

樽
井　

和
美

小
沢　
　

誠

井
上
恵
美
子

渡
部　

リ
エ

笠
井　

三
博

安
斎　

理
恵

遠
藤　

悦
子

鵜
川　

信
久

五
十
嵐
恵
子

福
島　

満
子

五
十
嵐
文
子

高
橋　

友
和

岩
橋　

義
盛

岩
橋　

千
枝

猪
俣　
　

司

大
塚
マ
ツ
イ

坂
内　

陽
夫

岩
橋　

金
利

佐
々
木
隆
二

阿
部　
　

裕

田
中　
　

仁

小
林　

甚
榮

湯
田　
　

功

阿
部　

仁
子

斎
藤　
　

哲

関
口　

輝
子

石
井　

民
衛

唐
橋　

安
子

唐
橋　
　

寿

関
口　

松
生

宮
古　

勝
子

唐
橋　

次
雄

物
江　
　

勲

関
口
日
出
雄

唐
橋　

憲
男

唐
橋　

増
雄

物
江　

百
三

関
口　

郁
代

関
口
喜
久
夫

関
口　

勝
義

唐
橋　

高
雄

関
口　

浩
二

関
口　

峰
子

五
十
嵐
文
孝

折
笠　

純
子

関
口
ト
ヨ
子

田
中　

輝
子

五
十
嵐
吉
政

笠
井　

長
英

渡
部　

敏
雄

伊
藤
カ
ツ
子

佐
瀬
佐
代
子

鷲
頭　

ト
シ

日
下　

義
行

中
村
奈
良
子

斎
藤
十
三
吉

唐
橋
ト
シ
エ

佐
藤　

太
一

小
柴　
　

徹

田
代　

義
衛

田
代
チ
イ
子

横
川　

憲
子

佐
藤
美
代
子

清
野　

信
一

生
江　

邦
光

遠
藤　

茂
雄

天
野　

光
雄

中
島　

良
子

国
分
真
知
子

物
江
ナ
ツ
子

清
野　

弥
生

物
江　

一
志

須
藤
ヨ
シ
イ

佐
藤
美
代
子

冨
田　

妙
子

物
江　

松
子

棚
木　

榮
一

永
島　

文
子

棚
木
ヒ
ロ
子

和
田
か
ず
よ

五
十
嵐
栄
子

長
谷
川
サ
ダ
子

遠
藤　

善
喜

佐
藤　

雅
博

堀
金
真
理
子

小
林　

明
美

田
代　

今
子

清
野
ト
ラ
ノ

赤
城　

光
大

相
良　

賢
悦

清
水　

紀
子

唐
橋　

推
子

清
野　

幸
雄

五
十
嵐
春
美

長
沼　
　

功

佐
藤　

宏
之

須
藤　

秀
泰

穴
澤　

松
雄

森
田　

四
郎

佐
藤　

善
範

渡
部　

仁
一

佐
藤　

貴
子

伊
藤　

尊
仁

鹿
間
清
太
郎

唐
橋　
　

透

上
野　

輝
子

須
藤　

元
子

田
代
シ
ゲ
子

小
泉　

文
代

佐
藤
と
よ
子

白
井
美
夜
子

須
藤
よ
ね
子

佐
藤　

文
代

田
代
ひ
ろ
子

佐
藤　

太
郎

高
橋　

文
市

小
林
マ
サ
子

石
田　

久
一

齋
藤
さ
だ
子

長
谷
川
キ
ヨ
子

齋
藤　

春
夫

清
野　

和
子

小
林　
　

一

佐
藤　

歳
雄

高
橋　

英
一

永
島
咲
代
子

清
野　

由
美

田
代　

恒
美

吉
田　
　

忍

須
藤　

典
子

長
田　

聡
子

赤
城　

孝
子

渡
部　

美
保

齋
藤　

久
之

加
藤　

直
美

赤
城
と
く
子

佐
藤　

常
子

齋
藤　

英
男

和
田　

京
子

二
瓶
三
津
雄

高
橋　
　

式

（
団
体
）

C
utclub　

Z
ero

会
津
喜
多
方
青
年
会
議
所

会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所

喜
多
方
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

喜
多
方
ブ
ラ
ザ
ー
ミ
シ
ン

喜
多
方
老
麺
会

あ
づ
ま
旅
館

（
有
）
斉
藤
石
材

菊
地
接
骨
院

（
有
）
星
幸
衣
服
店

会
津
喜
多
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

自
治
労
会
津
総
支
部

熊
倉
郵
便
局

JU
K

I

会
津
㈱

道
光
保
育
所

会
津
農
民
連

明
治
安
田
生
命
喜
多
方
営
業
所

い
わ
は
し

会
津
医
療
生
活
共
同
組
合

デ
イ
サ
ポ
ー
ト
太
陽

（
有
）
来
夢

た
ま
よ
し
食
堂

荒
分
行
政
区

鳴
瀬
病
院

コ
ス
モ
調
剤
薬
局

ア
リ
ス
コ
ン
タ
ク
ト

喜
多
方
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

岩
月
交
遊
館

の
い

日
本
歯
科
医
師
会

任
天
堂
㈱

耶
麻
歯
科
医
師
会

あ
き
も
と
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
有
）
や
ま
だ
ズ

日
産

そ
う
ご
う
薬
局
喜
多
方
店

お
米
の
ふ
な
く
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と
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ア
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仲
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懐
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有
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誠
和

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷

高
郷
町
Ｊ
Ａ
女
性
部

フ
ォ
ー
ク
（
株
）
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お詫びと訂正
社協だよりVol.22 P7のご遺志による

寄附に誤りがありましたので、
訂正してお詫び申しあげます。

正
上　窪　　秋　山　豊　美 様

誤
上　窪　　秋　本　豊　美 様
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お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
平
成
24
年
1
月
1
日
〜
4
月
30
日
受
付
分
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一
般
寄
付

〈
山
都
地
区
〉

（
財
）
修
養
団

※
山
都
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ



※きたかた社協だよりの作成経費の一部として、社協会員会費及び共同募金配分金を
　活用させていただいております。

ご家庭で要介護者の方を介護している市民の方を対象に、一時的に介護を離れ、話
し合いの機会や研修の場を通して介護者同士の交流を持つとともに、心身ともにリフ
レッシュしていただき、今後の介護に役立てていただくことを目的として実施します。

平成24年度 ふれあい社会福祉講座開催

①日帰りリフレッシュ
7月19日（木）　9：15～16：20

新潟県寺泊
1,000 円

30 名
平成24年6月8日（金）～平成24年7月5日（木） 平成24年9月7日（金）～平成24年10月4日（木）

45 名

4,000 円
新潟県柏崎｢岬ひとひら (旧岬館 )」他

10月17日（水）11：00～　18日（木）16：00

②一泊リフレッシュ

市民の方々の福祉に対する関心と意識の向上を図るため、自立した生活の基盤となる心身の健康づくりと
安全安心な地域づくりに向けた個々の啓発、そして大震災での復興に大きな役割を果たしたボランティア活
動から学ぶ支え合いの心をテーマとし、三講座にわたり開催します。

●会　場／喜多方市総合福祉センター２階多目的ホール　　●聴講料／無　料
●連絡先／社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会　喜多方市字上江 3646 番地１　喜多方市総合福祉センター内　
　　　　　TEL.0241-23-3231　FAX.0241-23-3296

平成24年度 家族介護者リフレッシュ事業のご案内

講座名／ボランティアから学ぶ支え合いの地域づくり～災害時の福祉活動とボランティア～
講師名／にいがた災害ボランティアネットワーク事務局長　李　仁 鉄（りぃ  じんてつ）氏
日　時／平成２４年７月１１日（水）午後１時３０分
　
講座名／ウォーキングでいきいきライフ 　～正しく効果的な歩き方～
講師名／あいづ歩こう会会長　渡 部　　徳 氏
日　時／平成２４年７月１８日（水）午後１時３０分
　
講座名／だまされないで！悪質商法 ～高齢者を狙う悪質商法の手口と対策～
講師名／福島県消費生活課主査　穂 住　敬 子 氏
日　時／平成２４年７月２４日（火）午後１時３０分

ホテルでの食事と研修・交流会を行います。
新潟の景色、ショッピングも楽しみましょう。

柏崎の旅館「岬ひとひら」で雄大な日本海の景色を
満喫。今回は自分でできるマッサージの講習会を
予定しています。鮮魚ショッピングもお楽しみに。

※上記のコースのうち、１家族につき１回参加できます。申込期間前の申込みは受付できませんのでご了承願います。

【対象者】　喜多方市民の方で、介護保険の要支援、要介護の認定を受けている方を在宅で常時介護している家族の方。
　　　　　※申込者多数の場合は、締切日前でも受付を締め切ることがありますのでご了承下さい。
【申込み】　①参加される方お名前 ②ご住所 ③電話番号 ④担当の介護支援専門員
　　　　　⑤介護を必要とされている方のお名前 ⑥介護度 ⑦ご希望のコース ⑧集合場所までの送迎の有無 　

第１講

第2講

第3講

日 時

場 所

負 担 金

お 楽 し み
ポ イ ン ト
　
募集予定人員

申 込 期 間

以上の内容を下記のいずれかに電話でお申込みください。

募集締め切り後、参加される方には詳しい内容をご通知いたします。
主催：喜多方市社会福祉協議会（喜多方市委託事業）

喜多方市社会福祉協議会　TEL.0241-23-3231
　熱塩加納支所 0241-36-3112、塩川支所0241-27-3948、山都支所 0241-38-3100、高郷支所 0241-44-7111、

　地域包括支援センター 0241-21-8856でも受付いたします。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112
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